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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン21（IL21）のサイトカイン受容体である。これはI型サイトカイン受容体に属し、インターロイキン2、4、7、9、および15の受容体にも共有される受容体サブユニットである共通ガンマ鎖とヘテロ二量体受容体複合体を形成することが示されている。この受容体はIL21の増殖促進シグナルを伝達し、T細胞、B細胞、およびナチュラルキラー（NK）細胞の増殖と分化に重要である。この受容体へのリガンド結合は、JAK1、JAK3、STAT1、およびSTAT3を含む複数の下流シグナル伝達分子の活性化につながる。マウスにおける類似遺伝子のノックアウト研究は、この遺伝子が免疫グロブリン産生の調節に関与していることを示唆している。選択的スプライシングを受けた3つの転写バリアントが報告されている。
	研究分野
	Jak-STATシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD360マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD360 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

